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インターアクト顧問教諭のための指針

ロータリアンと顧問教諭は、インターアクト・クラブの支援に大きな役割を果たしています。顧問教諭は学
校単位のクラブの場合はその教員が当たり、インターアクト・クラブの活動を監督し、提唱ロータリー・ク
ラブと学校との連絡役を務めます。本指針は、ロータリー家族におけるインターアクトの位置付けを解説
し、顧問の責任範囲に関する助言を提供し、危機管理について概説し、資料を紹介し、顧問教諭の責務
を遂行するための有効かつ成果溢れる方法を提案しています。

国際ロータリーとインターアクト
国際ロータリーは事業および専門職務に携わる人々ための世界的な奉仕団体です。120万人以上の会員
が31,000のロータリー・クラブに所属しています。ロータリーの主たる目標は、地域社会、職場、そして世
界中における奉仕活動です。ロータリアンは、危機下の児童、貧困、飢餓、環境問題、識字問題、暴力とい
った、今日の最重要課題の多くに対しての社会奉仕プロジェクトを実施します。また、青少年は社会生活
に積極的に興味を持ち、指導力を修得すべきであるという信念の元に、インターアクトを含むロータリー
青少年プログラムを支援しています。

ロータリーは、クラブ、地区、国際レベルで組織され、奉仕を実行しています。ロータリアンはクラブに所
属しています。クラブは529の地区に分けられており、各ロータリー・クラブは国際ロータリーとして知ら
れる世界的な組織に加盟しています。各クラブが自らの役員を選び、標準インターアクト・クラブ定款と国
際ロータリー定款および細則に則り、自立した活動を行っています。地区ガバナーは、他の数々の責務と
ならび、インターアクト・クラブの発足や発展に関心を寄せています。ガバナーは、地区のインターアクト
委員長を任命し、地区内に新しいインターアクト・クラブを組織し、また既存クラブ間のコミュニケーショ
ンをより密にするべく、地区インターアクト委員会と協力します。地区インターアクト委員長は顧問にとっ
て貴重な援助源であり、委員長と定期的に連絡を取ることが奨励されています。
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顧問教諭の責務
学校単位のインターアクト・クラブにおける顧問教諭はクラブの成功になくてはならない存在です。顧問
はすべての会合に出席し、奉仕プロジェクトを援助し、クラブ理事会に助言を与え、学校当局と提唱ロー
タリー・クラブ間の連絡役を務めます。

会合 
● 会合日時の決定は助けるが、会合の運営はインターアクターに任せる。
● すべてのクラブ会合に出席し、滞りなく運営されることを確認する。
● インターアクト役員の選挙活動と選挙を援助する。
● ゲスト講演者の決定を助ける。

プロジェクト
● 奉仕プロジェクトの実施、特に学校内の活動について助言を与える。
● インターアクトの活動予定を把握し、他の学校行事と重ならないように注意する。
● 授業時間外のインターアクト活動のすべてに参加する。または、交通手段と付き添いの手配をする。
● プロジェクト会場の手配と必要な設備の手配をする。
● プロジェクトに学校側の特別許可や追加の保険加入が必要かどうかを見極める。
● 提唱ロータリー・クラブとの共同での募金活動や奉仕活動を調整する。

インターアクト・クラブ理事会
● 新役員のための指導者育成ワークショップを調整する。 
● 委員会が自分達の役割を理解するように援助し、クラブの他の会員にその活動を報告する。
● インターアクト委員会がその要件や締切りを守っていることを確認する。
● インターアクターが指導者育成セミナーその他のロータリー提唱の青少年行事に参加するよう勧める。
● 委員会のメンバーをまとめ、委員が現実的な期待と限界を理解し、クラブの目標に集中的に取り組むよ
う見守る。

継続的支援
● 正確なクラブの記録と文書を作成し、クラブ資金の流れを監視する。
● インターアクト・ニュースレターの作成、発行、配布、発表を監督する。
● 新会員の募集に関する指針を与える。
● 学校新聞や地元メディアと共に、インターアクトの推進を図る。 

学校当局
● 会員が学校の成績水準を満たしていることを確認する。
● インターアクト関連のすべての発表と通信を許可する。 
● 提唱ロータリー・クラブと学校長および教職員との連絡役を果たす。
● 同僚や保護者の援助を得る。
● インターアクト・クラブの運営に影響する学校方針の変更を注意深く見守る。
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危機管理
危機管理には、人に危害を加えたり財産を侵害したりするかもしれない行事や状況を把握し、危機を防ぐ
か、あるいは最小限にするための予防策を講じることが含まれます。ロータリー理事会は、ロータリーが
提唱する活動に参加している青少年を守ることの重要さを理解し、次の「青少年と接する際の行動規範に
関する声明」を採択しました。

国際ロータリーは、ロータリーの活動に参加する全ての人々のために、最も安全な環境
を作り、維持するよう最善を尽くしています。全ロータリアン、その配偶者、ボランティア
の人々は、ロータリーを通じてかかわる青少年の安全を考え、肉体的、性的、精神的な虐
待を防止して、彼らの身を守るため、最善を尽くす責任があります。

危機管理プログラムはインターアクト・プログラムで起り得る危険に関する基礎的知識を提供し、参加者
がこれらの危機に取り組む際に賢明な選択ができるようにするものです。怪我、病気、暴力、その他の危
機は、私達の社会の多くの側面に内在しているものです。危機管理プログラムは全ての危機を除外できる
わけではありませんが、その数を減らし否定的なことが起らないようにする効果はあります。

米国のインターアクト・クラブは国際ロータリーの一般的な責任保険プログラムで保護されています。米
国外のインターアクト・クラブに対しては、国際ロータリーの保険義務はありません。提唱ロータリー・ク
ラブのインターアクト小委員会は、インターアクト関連の責任問題を見極め、保険会社に連絡をしてクラ
ブの保険がインターアクト・プログラムに対して十分なものであるかどうかを判断するよう求められていま
す。参加者は全員、健康保険と生命保険がプログラムの活動に参加するのに十分なものであることを証明
するよう求められています。このことは、参加者が家を離れて旅行する際には特に重要です。健康保険の
多くは被保険者の居住地区以外では保証に制限を設けているからです。

顧問教諭は、ロータリー・クラブあるいは地区が何らかの組織、受託業者、サービス会社等との契約を結
ぶ前に、弁護士と相談するよう勧められていることに留意してください。契約には、責任を免れリスクを当
該クラブや地区に転嫁するような権利放棄や免責、補償条項が含まれることがあります。問題となる状況
に陥った場合には、地元当局に連絡し助言や援助を仰いでください。最後に、国際ロータリーは個人の病
気、怪我、物的損害に対しては一切責任を負いませんので、ご了承ください。

援助源
インターアクト・クラブの主な目標の１つは、地元および海外で奉仕を提供することです。国際ロータリー
はこのようなインターアクト・クラブの努力を支援し、その奉仕プロジェクトを展開するためのさまざまな
援助源を有しています。

RIウェブサイト

国際ロータリー・ウェブサイトのインターアクトのセクションには、プログラムに関するニュース、最新情
報、ダウンロードできる資料、インターアクトの写真等があります。このサイトでは、プロジェクトのヒント
を得たり、ロータリーが提唱する活動（ロータリー青少年指導者養成プログラム、ロータリー青少年交換
プログラム、ローターアクト等）について知ることもできます。

http://www.rotary.org/languages/japanese/programs/interact.html
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インターアクト出版物

国際ロータリーの出版物の中には、インターアクト・プログラムを組織したり管理したりするのに役立つもの
があります。以下に挙げたのは、国際ロータリー出版物注文サービス(RI Publications Order Services) 
あるいは日本事務局を通して入手が可能なものです。国際ロータリーのウェブサイトからも注文やダウンロ
ードを行うことができます。

インターアクト要覧 ̶ インターアクト・クラブを組織し、これを維持していくための情報
が収められた、総合的なプログラム資料。プロジェクト事例や定款文書を含む。すべて
のインターアクト顧問必携の書(654-JA)。

インターアクト・パンフレット ̶ クラブ活動と目的について入会希望者に伝える推進用
資料(600-JA)。 

友愛の楽しみ ̶ 入会希望者のため9分間の勧誘ビデオ。カナダ、キプロス、アイルラン
ド、日本、米国のプロジェクトを収録(650-JA)。

奉仕プロジェクト

ロータリー・クラブの社会奉仕の情報と活動は、簡単にインターアクト・クラブに取り入れることが出来ま
す。以下の出版物は奉仕プロジェクトをどのように選び、計画し、実行し、評価すればよいのかに関する貴
重な詳細情報を提供し、多くの成功事例を紹介しています。

活動する地域社会：効果的なプロジェクトのための指針 (605A-JA)

奉仕の機会に関する項目 (605B-JA)

社会奉仕プロジェクト・データベース

ロータリー・クラブや地区、インターアクト・クラブ、ロータリー提唱のプログラム等で実施されてい
る奉仕プロジェクトの検索可能なこのオンライン・データベース(www.rotary.org/programs/
projectsdb)は、さまざまなプロジェクトのヒントや他の人々の経験から学ぶ機会を与えてくれます。各
項目にはプロジェクトの簡単な紹介とプロジェクト提唱者の連絡先が載っています。同じようなプロジェ
クトを始めようとする人は、提唱者に連絡をとって、さらに詳しい話を聞いたり、意見を交換したりするこ
とができます。

インターアクト文通リスト

この資料は、異なる国のインターアクターが連絡しあい、異なる文化を学び、クラブ間の通信を増やし、イ
ンターアクト・プログラムの国際要素を強化するのに役立ちます。リストには世界中のインターアクト・クラ
ブの連絡先が載っており、他のインターアクト・クラブと共同プロジェクトについて話し合ったり、新しい
友人を作ったり、インターアクトを通じてお互いのことを学びあったりするのに最高の方法です。このリス
トをご希望の方は、interact@rotaryintl.orgまでご自分の住所を電子メールでお知らせください。

http://www.rotary.org/programs/projectsdb
http://www.rotary.org/programs/projectsdb
mailto:interact@rotaryintl.org
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インターアクト・クラブを成功させるためのヒント
インターアクト・クラブの成功は、顧問の力と参加にかかっています。経験豊かな顧問が、次のようなヒン
トを与えてくれています。

● 自分の役目を果たす。インターアクトを指導するのには多くの時間を要する。クラブの成功には継続的
な顧問教諭が重要である。

● 積極的かつ情熱的な態度を保ち続ける。

● ロータリアンの顧問と密接に協力する。

● 新しいクラブにはより多くの指導が必要であることを認識する。ロータリー・クラブ、学校、地域からの
援助を仰ぎ、わからないことがあれば躊躇せず質問する。

● インターアクト・クラブの会合にロータリアンを定期的に招き、スピーチをしてもらう。

● 地域および地域内の援助源を知る。

● 学校や地域内の他の奉仕団体に気を配り、積極的に協力していくようにする。

● 失敗はよい学習経験となることがあるので、インターアクターが失敗を恐れないようにする。しかし、
危機管理がおろそかになっているような場合には介入する。

● 意見の食い違いは自分達で解決するように指導するが、必要な時には仲裁に入る。

● 成功したことを誉め、失敗した時には楽観的になるように励ますことで動機づけをする。

● 青少年活動が１年を通じ変化することを理解し、継続的に参加することの重要性を強調する。

● 地域の他のインターアクト・クラブや顧問と一緒に活動する。

● 地区インターアクト委員長と定期的に連絡を取り、地区顧問の研修セミナーを開催するよう助言する。

● 地域で開催される地区研修に参加するようにインターアクターを促す。

Rotary International 
One Rotary Center 
1560 Sherman Avenue 
Evanston, IL 60201-3698 USA 
www.rotary.org

(904)


